
蔵出しされた古文書（写真/NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク）
「平成27年度美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業」
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九州国立博物館ミュージアムホール
（福岡県太宰府市石坂）

会 場

九州国立博物館主 催 一般社団法人 文化財保存修復学会共 催

福岡県・福岡県教育委員会・太宰府市・筑紫野市・大野城市・
春日市・那珂川町・久留米大学

後 援
（予定）

基調講演　

10:05 ～11:30

11:35～12:05

12:05～13:15

13:15～13:45

13:45～14:15　

14:15～14:45　

14:45～15:15　

第 1 部

総合司会　井上洋一（九州国立博物館）

事例報告（11:35～15:15）第 2部

「災害の歴史から学び、防災・減災の社会へ
　―東日本大震災の地で考える―」
　　　　　平川　新（宮城学院女子大学学長・東北大学名誉教授）

パネルディスカッション

15:30～16:55

第 3 部

「地域と共に考える文化財の防災減災
―地域歴史遺産、市民参加、大学・ミュージアム、悉皆調査、
    過疎化・高齢化・危機管理―」

天野真志（東北大学災害科学国際研究所）・
内田俊秀（京都造形芸術大学）・奥村　弘（神戸大学大学院）・
田中淳也（対馬市教育委員会）・日高真吾（国立民族学博物館）・
三輪嘉六（NPO文化財保存支援機構）・村田眞宏（豊田市美術館）・
山内利秋（宮崎歴史資料ネットワーク）

「東日本大震災後の民俗芸能の再開」
小谷竜介・大久保春野（東北歴史博物館）

10:00 ～10:05 開会挨拶　栗原祐司（国立文化財機構文化財防災ネットワーク推進室長）

16:55～17:00 閉会挨拶　大西浩二（九州国立博物館 副館長）

（休　憩）

「阪神淡路大震災から始まった歴史資料ネットと地域への展開
 関西地域における震災・水害と文化財防災」
松下正和（近大姫路大学）

「市民とともに歩む文書館
  ―尼崎市立地域研究史料館の取組―」
河野未央（尼崎市立地域研究史料館）

「和歌山における地域歴史遺産保全活動について」
前田正明（和歌山県立博物館）
三本周作（和歌山県教育委員会）

「学生ボランティアの歴史遺産保存
 ―茨城史料ネットの活動から―」
添田　仁（茨城大学）
安田千明（茨城大学大学院）

6月14日（日）10:00～17:00
平成27年

パネリスト

参加無料
（申込不要）定員280名

受付は9：30から

司会：本田光子（九州国立博物館）

［問い合わせ先］九州国立博物館
〒818 - 0118 福岡県太宰府市石坂４-７-２   
TEL : 092 -918 -2834・2842　
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独立行政法人 国立文化財機構「文化財防災ネットワーク推進事業」

公開シンポジウム

地域と共に考える文化財の防災減災
　大規模な自然災害を経験した私達は、災害からの復興をとおして、有形無形の文化財が私達の生
活の中で極めて重要な役割を果たすことに、あらためて気付かされました。地域の民俗芸能や民具･
古文書等様々な文化財は人々の生きて来た証であり、思い出のよすがとして人々のこころを強く支
え、地域のコミュニティーに欠かすことのできない存在であることが再確認されています。
　地域に残る身近な文化財をまもり伝えることの大切さが認識され、災害が起きてから被災した文
化財を救うレスキュー活動だけでなく、平時から、地域の歴史遺産を保全する取り組みが全国各地
で始まりました。大学やミュージアム等が中心となる古文書等の保全活動に市民も参加し、その地の
身近な歴史を知ることは、地域や人々の絆を強め、同時に、過去の災害の歴史から学ぶ教訓と課題を
共有し、地域社会の防災減災に役立てることができるでしょう。
　しかし、一方では、人口減少や過疎化高齢化等現代社会の状況により、文化財は多様な危機に瀕
していることも事実です。
　本シンポジウムでは、災害の歴史に学び、今、歴史や文化財に関わる分野で地域と共に考えている
こと、取り組んでいることをお伝えします。有形無形の文化財をまもり伝えていくために、文化財の防
災減災およびその担い手となる人材の育成に、広くご関心ご理解いただく機会となれば幸いです。

■公共交通機関
【西鉄電車】
西鉄福岡（天神）駅から西鉄天神大牟田線（特急約13分／急行約17分）で
西鉄二日市駅乗り換え、西鉄太宰府線（約 5分）で西鉄太宰府駅下車、
徒歩約10 分　※特急／急行料金不要
【Ｊ Ｒ】
JR 博多駅から JR 鹿児島本線（快速約15 分）でJR 二日市駅下車、
JR 二日市駅から西鉄二日市駅（徒歩約12 分、バス約 5 分）、
西鉄二日市駅から西鉄太宰府線利用
【西鉄バス】
博多バスターミナル（1階 11番のりば太宰府行き）から
西鉄太宰府駅下車（所要時間約 40 分）、徒歩約10 分
 ■車
【九州自動車道】太宰府ＩＣまたは筑紫野ＩＣから高雄交差点経由で約 20 分
【福岡都市高速】水城出口から高雄交差点経由で約 20 分
【タクシー利用】ＪＲ二日市駅から約15 分・福岡空港から約 30 分
 
※駐車場（有料）には限りがございますので、予めご了承ください。

2 3

4 5

（九州国立博物館ホームページ）

6月14日（日）10 :00～17:00
［問い合わせ先］九州国立博物館
〒818 -0118 福岡県太宰府市石坂４-７-２  
TEL : 092 -918 -2834・2842

平成27年

写真1
女川町竹浦地区の住民が避難所で作った座布団製獅子頭
（写真 / 東北歴史博物館）
写真 2/3/ 4/ 5
被災資料のレスキュー活動・歴史資料保全活動
（写真 /NPO 法人宮城歴史資料保全ネットワーク）

1

参加無料
（申込不要）＊定員280名

受付は 9：30 から
会場までのアクセス
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